
風
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

〈
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
〉

住
吉
川
に
そ
っ
て
南
へ
く
だ
っ
て
ゆ
く
道
の
右
側
に
、
谷
崎
が

住
ん
だ
「
反
高
林
の
家
」
が
あ
る
。
阪
神
の
魚
崎
か
ら
は
、
住
吉

十
二
の
作
品
に
よ
せ
る
十
二
の
風
景
〈
そ
の
十
一
一
〉

大
正
十
二
年
九
月
、
箱
根
で
関
東
大
震
災
に
あ
っ
た
谷
崎
潤
一

郎
は
、
家
族
と
と
も
に
開
西
に
う
つ
り
住
む
こ
と
と
な
る
。
京
都

の
等
持
院
か
ら
三
条
東
山
通
り
要
法
寺
内
の
家
へ
、
そ
し
て
十
二

月
苦
園
に
転
居
す
る
。
こ
の
時
か
ら
谷
崎
の
阪
神
在
住
が
は
じ
ま

る
わ
け
だ
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
、
神
戸
の
大
空
襲
に
あ
っ
た
の
ち
、

岡
山
県
津
山
市
の
旧
藩
主
、
松
平
邸
に
避
難
し
て
ゆ
く
ま
で
、
や

く
二
十
一
年
半
住
ん
で
い
た
。

「
梅
ノ
谷
の
家
」
を
私
が
お
と
ず
れ
た
日
は
、
秋
の
清
麗
さ
を
か

ん
じ
さ
せ
る
、
青
色
の
空
が
澄
み
き
っ
た
季
節
で
あ
っ
た
。
透
明

阪
急
の
岡
本
か
ら
、
山
の
方
へ
急
な
坂
道
を
の
ぼ
っ
た
右
手
に
、

谷
崎
潤
一
郎
の
旧
邸
が
あ
る
。

岡
本
梅
ノ
谷
の
家
は
、
昭
和
三
年
に
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
地
所
家
屋
を
買
い
、
母
屋
の
西
側
に
、
潤
一
郎
自
身
が
設
計

し
た
と
い
う
別
棟
が
増
築
さ
れ
た
。
和
風
の
建
物
に
、
中
国
風
の

も
よ
う
が
入
っ
た
窓
が
あ
り
、
洋
式
の
バ
ス
ル
ー
ム
の
あ
る
こ
っ

た
意
匠
を
も
つ
家
で
あ
る
。

岡
本
七
丁
目
の
あ
た
り
は
、
い
ま
も
ひ
っ
そ
り
と
し
た
、
閑
静

な
た
た
ず
ま
い
が
あ
り
、
人
影
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
街
中
の
騒
音

や
狼
雑
さ
も
な
い
。
い
か
に
も
谷
崎
が
こ
の
ん
で
住
み
、
そ
し
て

執
筆
に
集
中
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
静
か
に
落
着
い
た
ふ
ん
い

き
が
、
今
も
こ
の
あ
た
り
に
漂
う
か
に
み
え
る
。

枝
折
戸
の
よ
う
な
、
簡
素
な
木
の
門
。
庭
の
立
木
と
そ
の
間
に

ち
ら
り
と
見
え
る
、
細
い
桟
の
あ
る
戸
な
ど
。
潤
一
郎
が
生
き
て

こ
こ
に
暮
し
た
当
時
の
姿
を
し
の
ば
せ
る
、
ほ
の
か
に
閑
雅
な
印

象
を
も
つ
家
だ
。

吉
村
由
美

連
載
エ
ッ
セ
イ

谷
崎
潤
一
郎
の
関
西
移
住
は
、
そ
の
文
学
が
確
立
す
る
、
重
要

な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
関
東
大
震
災
が
な
く
、
あ
の
ま
ま
東
京

で
作
家
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た
ら
、
悪
魔
主
義
と
よ
ば
れ
た
作
風

が
、
谷
崎
文
学
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
五
年
、
千
代
夫
人
を
佐
藤
春
夫
に
ゆ
ず
り
、
十
月
中
旬
か

ら
十
一
月
の
お
わ
り
に
か
け
て
吉
野
に
こ
も
り
、
「
吉
野
葛
」
を
書

き
あ
げ
る
。
昭
和
六
年
あ
た
り
か
ら
、
伝
統
的
な
も
の
の
美
し
さ

と
、
古
典
へ
の
深
い
理
解
を
根
底
に
し
た
、
谷
崎
の
美
学
が
、
つ

ぎ
つ
ぎ
に
名
作
を
創
作
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

「
盲
目
物
語
」
「
武
川
公
秘
話
」
、
昭
和
七
年
に
は
、
夢
幻
能
の
構
成

を
思
わ
せ
る
「
蔵
苅
」
を
発
表
。
昭
和
八
年
に
「
春
琴
抄
」
。
そ
し

て
す
ぐ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
書
か
れ
た
「
陰
溺
礼
讃
」
が
あ
る
。

こ
の
作
品
に
は
、
現
在
の
ｎ
本
で
、
す
で
に
う
し
な
わ
れ
て
し
ま

っ
た
、
個
有
の
文
化
と
、
生
活
の
な
か
に
あ
っ
た
美
的
感
覚
と
、

光
り
と
鶏
り
の
、
ほ
の
暗
さ
に
し
ず
む
秘
め
や
か
な
艶
が
、
語
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

絵
／
南

和
好

な
日
の
光
り
が
、
樹
々
の
葉
を
鮮
明
に
う
つ
し
だ
し
、
高
台
に
た

つ
谷
崎
旧
居
の
、
門
に
い
た
る
垣
根
の
下
に
、
白
い
ヒ
ガ
ン
花
が

清
楚
に
咲
い
て
い
る
。
こ
の
家
で
谷
崎
潤
一
郎
は
「
記
（
ま
ん
じ
）
」

を
発
表
し
、
日
本
の
伝
統
美
に
ふ
れ
た
作
品
「
琴
喰
（
た
で
く
）
ふ

虫
」
を
執
筆
、
小
出
楢
重
の
さ
し
絵
で
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
「
東
京

日
日
新
聞
」
に
連
載
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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川
を
す
こ
し
北
へ
の
ぼ
っ
た
左
岸
で
あ
る
。

谷
崎
潤
一
郎
と
松
子
夫
人
は
、
昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
十
八
年

の
秋
ま
で
、
七
年
間
を
こ
の
家
で
す
ご
し
た
。
四
畳
半
と
三
畳
の

書
斎
を
た
て
、
そ
こ
を
仕
事
部
屋
と
し
て
「
源
氏
物
語
」
の
現
代

語
訳
を
完
成
さ
せ
る
。
準
備
に
二
年
、
執
筆
に
三
年
、
五
年
を
要

す
る
仕
事
で
あ
っ
た
・
昭
和
十
二
年
九
月
、
三
三
九
一
枚
と
い
う
現

代
語
訳
の
原
稿
を
、
こ
の
家
で
脱
稿
。
翌
昭
和
十
四
年
、
「
潤
一
郎

訳
源
氏
物
語
」
二
十
六
巻
が
中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の

み
や
び
や
か
で
風
趣
の
あ
る
文
体
は
、
谷
崎
の
す
ぐ
れ
た
文
章
力

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
、
多
く
の
読
者
を
得
た
。

「
源
氏
に
起
き
、
源
氏
に
寝
る
」
と
い
う
、
谷
崎
の
精
魂
を
そ
そ

い
だ
、
現
代
語
訳
の
仕
事
が
完
結
し
た
の
ち
、
昭
和
十
六
年
、
「
細

‘電謬穂
咽､

星

鱗 』

巳

』鏑：
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鷺
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ｉ
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i,ｆ

農雪
」
の
執
筆
が
は
じ
ま
る
。
こ
の
作
品
は
戦
争
中
も
ひ
そ
か
に
書

き
つ
づ
け
ら
れ
、
昭
和
二
十
一
年
「
細
雪
」
上
巻
を
、
翌
二
十
二

年
、
中
巻
、
下
巻
を
発
表
。
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
す
る
。

谷
崎
文
学
の
代
表
作
は
、
関
西
を
ぬ
き
に
し
て
は
う
ま
れ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
伝
統
美
と
、
関
西
に
お
け
る
一
時

代
の
よ
き
生
活
の
姿
を
、
鮮
明
に
描
き
だ
し
た
と
い
う
、
そ
の
作

品
の
特
質
が
あ
る
。

そ
し
て
、
生
誕
一
○
○
年
を
記
念
し
て
、
「
谷
崎
潤
一
郎
・
人
と

文
学
」
展
が
十
月
神
戸
で
催
さ
れ
、
谷
崎
の
作
品
を
身
近
か
な
も

の
と
し
て
愛
好
す
る
多
く
の
人
々
が
、
こ
の
作
家
を
し
の
ん
で
、

約
三
百
点
に
の
ぼ
る
貴
重
な
資
料
の
ま
え
に
、
し
ば
し
た
た
ず
ん

で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

宏一

色へも" ､ 哩〆…匙冠公■

ｊ
ｌ…

一

菊

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ダンスパーティ

；心
隆』

すばらしい眺めとくつろぎを、
お約束いたしますポートアイランドI 情報

神戸ポートピアホテル
市民広増駅下車垂( 3 0 2 ) 1 1 1 1
〈5 0 0 台収容駐車塔完備〉

雨

■

★ポートｱ ｲ ﾗ ﾝ ドに閲する慌報を塑めております｡ ご理絡は神戸っ子ＰＩ係まで

ｸ ﾘ ｽ ﾔ ｽ

戸

ロマンチックな港のレストラン

フィッシャマンズポート

ｊ;縦恵ｉｌ淵fiLノ’

すば淵豊|舶騨ぎを、，
神戸ポートピアホテル
市民広増駅下車垂( 3 0 2 ) 1 1 1 1
〈5 0 0 台収容駐車増完備〉

1 2 月ＤＥＣＥＭＢＥＲ
園神戸国際会顛噛メインホール
★藤原端美チェンバロ. リサイタル
2日(剛１５: 0 0 . -
曲目』. s バッハ

「ゴールドベルク協奏曲」
入場料￥2 . 0 0 0 〔全席自由席）
神戸コンサート協会竃5 1 1 - 5 2 2 3

★富田香里舗リサイタル
16日旧〕１５:00～
曲目オーロラ1 １

銀河廷る五つの歌ｃｔｃ
特別出淡密・三強沢井忠夫

打楽器北野徹
入場料￥2 . 5 0 0

画神戸国際会襲塙「会議室」
留学生による神戸国際フォーラム, 別
２日（日）１４:00～１９:００
テーマ国際交流の輪を神戸から
１部シンポジウム
２部懇親パーティ

壷30 3 - 0 0 3 0
回神戸園際屡示嶋

全日本学生フェンシング選手権大会
３日(fl)～９日旧）

回田崎ホールエスパス･ メディア
１日出日中友好中国歌の夕べ

１３:００～l 6 g O O
２日側デキシーランド･ ジｮ P ズパーティ
９日側剛の会第２何発淡会
１５日⑯アン･ 叩･ ンプルフイルムジカ

マンドリン定期演奏会
目神戸ポートピアホテル
蒜一トピプホテルのｸ ﾘ ｽ ﾏ ｽ ･ ｲ
2 3 日（日）お子さまクリスマス

お]人さま￥9 , 0 0 0 ( 税サ込）
ザ・ペアーズショー動物た
ちのぬいぐるみショー･ など。

2 3 日（日）欧隠罪罪デイナーショー

2 4日側

お1 人さま￥２３．０００( 税サ込）
全席予約制
ｼ ｮ ｰ 1 部1 8 : ００～

２部２] 1 0 0 ～
会珊櫛楽の間
梓みちよディナーショー
おl人さま￥2 3 . 0 0 0 (税サ込）
ｼ ｮ ｰ 1 部１８: 0 0 ～

２部2 1 3 0 0 ～
金蝿階楽の間

2 5 日脚ｸ ﾘ ｽ ﾏ ｽ ダﾝ ｽ パー ﾃ ｨ ｰ
お】人さま￥] 3 , 0 0 0 ( 税サ込）
ダンスタイム１８: ００～2 2 3 0 0
演奏／有, 協徹とノーチェク

仏
』
ス

届
ゲ

バーナ
博とファインメイツ
トシンガ．／伊藤愛子

伊鍔功一
会鳩倍蕊の間

☆ポートピアホテル年末謝恩オール
レストランフェア
１日( j～９日旧）
ホテル内の各レストランで、特別
メニューをご別麗

ポートアイランド情報
ポートアイランドへの
快適なご案内役

ポートライナー
神戸新交通株式会社

含(302)2500
神戸同際会搬喝
神戸国際展示鳩
ワールド記念ホール
お申し込み、お問い合せ
( 財) 神戸国際交流盤今

金(302)5200
人間を通して理解する科学技術
神戸市立満少年科学館
ポートライナーr 南公園｣ 下車
水曜､第４木暇定休公( 3 0 2 ) 5 1 ﾌ フ

ＡＭ９：３０～ＲＭ４：３０

多目的スポーツ施設
神戸市立
ボー ﾄ ｱ ｲ ﾗ ﾝドｽ ポー ﾂ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

駅下粟
1031

ファッショナブル･ パーク
ＫＯＢＥ
ポートピアランド

ポートライナー偏南公園』下車すぐ
念(302)2820

田崎ホール( エスパス･ メディア）
田崎真珠
ファッションタウン

中央区港島中町６－３－２
盃(302)3321

ファンデーション＆ランジェリー
株式会社シャルレ
ファッションタウン

中央区港島中町７－７－１公( 3 0 2 ) 7 1 7 1
お客様相談室冠( 3 0 2 ) 7 1 8 1

神戸市ポートアイランド
総合住宅展示場
市民広塔駅下車西側
10:00～６:００竃(302)6592

専用大駐車鴫完備

ふれあいのチャンネル
サンテレビジョン
中央区港島中町６－９－１
神戸国際交流会館１０Ｆ

盆(302)3333

コスモポリタン製菓
ファッションタウン

中央区港島中町７－７－３
雷(302)8000

和洋造園・各種園芸・貸鉢

神戸ポートグリーーンセンタ･ 一
東急ポートアベニュー・市民病院前下車
神戸市中央区港島中町３丁目１番２号

念(302)5755
フヱテラス
I ブェ・ドゥ・ドービル
8：３０～２２：００念(302)5836
フランス料理
ブ. ラスリー・ベルナール

１１：３０～１４：３０１８：0 0～鱒２３０念〔3 0 2 ) 5 8 2 1
市民広埋厭下〕I ［神戸ポートピアホテル北側

ショッピングセンター
ダイェー
ポートアイランド店

市民病院前下車垂( 3 0 2 ) 5 7 2 1
1 0 8 0 0 ～1 9 : ００駐車場有
インドレストラン

ゲイロード
ポートアイランド店

市民病院前駅ダイエービル１Ｆ
11:00～10:００垂{302)5728.5729
ダイエ－の駐車堀をご利用下さい。

瀬戸料理と寿司
あじさい

市民病院前駅下車ダイエー南側
国際会識嶋北へ1 0 0 ｍ

１１: 3 0～2 1 :３０念( 3 0 2 ) 1 5 0 0

レストラン
欧風特選小皿料理2 0 種

神戸精養軒
ポートアイランド支店

中央区港島３－８－１
壷(3 0 2 ) 3 8 1 8（中公園より北10 0ｍ）

喫茶・レストラン
バー－グ

神戸商工貿易センタービル2 4Ｆ念( 2 5 1 ) 1 9 6 1
みなと異人館垂 ( 3 0 2 ) 0 9 7 6
ブーン( 神戸国際展示増内）壷( 3 0 2 ) 5 3 1 0

ポートアイランドの観光に
ついてのお問い合せは

( 社) 神戸国際観光協会
中央区港島中町６－９－１
押戸国際斐識今錠５Ｆ

垂(303)1010

ﾉSWVQ“Ｐ

ポートライナー時刻表

蛤発６８０５
最謄２３: ４４
料金大人 1 9 0 円

小児1 0 0 円
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可

が
神
戸
の
港
に

え
て
く
る
そ
れ

板
で
春
の
風
に

を
な
ぶ
ら
せ
て

午。し
は
神
戸
に

茂

が
六
甲
山

が
摩
耶
山

方
に
麿
取
山Ｌ

・神戸青年合ﾛ 昌団創立3 0 周年記念創作
の歌ができた〃

一一一

;葬諏露

作詞の中村信司氏
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1 9 5 4 年１月から歌声を神戸の街にひびかせて今年で3 0 周年の神戸青年合唱団( 神戸市兵庫区水木通

ー

り1 0 丁目１の4 0 7 8 - 5 7 7 - 7 9 7 4 ）

守

l h

合
唱
組
曲
「
神
戸
港
」
第
一
章
神
戸
港

あ
れ
が
六
甲
山
／
あ
れ
が
摩
耶
山
／
西
の
方
に
願
取
山
／
船
が
神
戸
の
港
に
近
づ

く
と
／
見
え
て
く
る
そ
れ
ら
の
山
が
／
甲
板
で
春
の
風
に
頬
を
な
ぶ
ら
せ
て
／
あ

猫
ォ
レ
は
神
戸
に
帰
っ
て
き
た
な
と
思
う
／
躍
動
す
る
神
戸
の
港
に
オ
レ
は
帰
っ

て
き
た
／
船
が
街
に
近
づ
く
と
／
浮
か
ん
で
く
る
み
ん
な
の
顔
が
／
甲
板
で
春
の

風
鯵
頬
を
な
ぶ
ら
せ
て
ｚ
あ
』
オ
レ
は
神
戸
に
帰
っ
て
き
た
な
ど
思
う
／
心
臓
は

神
戸
ど
と
も
に
脈
を
打
ち
始
め
る
／
帰
っ
て
き
た
オ
レ
の
郷
里
オ
レ
の
青
春

十
月
十
七
日
へ
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
は
若
人
が
歌
い
上
げ
る
コ

ー
ラ
ス
の
迫
力
に
押
さ
れ
て
耳
を
傾
け
る
ば
か
り
だ
っ
方
。
働
く

青
年
男
女
が
、
時
間
の
合
間
を
ぬ
っ
て
創
り
上
げ
た
私
達
の
歌
に
、

感
概
ひ
と
し
お
の
時
を
過
ご
し
た
ｌ
・
神
戸
青
年
合
唱
団
（
河

添
和
雄
団
長
）
は
今
年
で
創
立
三
十
周
年
を
迎
競
穂
。
そ
の
三
十

周
年
記
念
に
天
口
唱
組
曲
神
戸
港
」
が
創
作
さ
械
健
の
だ
。

第
二
章
神
戸
は
恋
人

ォ
レ
が
神
戸
を
離
れ
て
／
遠
く
の
港
街
に
住
ん
で
い
た
と
き
／
夜
鍾
簿
の
方
か
ら

／
船
の
汽
笛
が
聞
え
て
き
ま
し
た
／
あ
の
船
に
乗
れ
ば
／
神
戸
に
帰
れ
る
と
考
え

た
ソ
神
戸
は
恋
人
／
紳
戸
を
離
れ
て
／
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
出
張
旅
行
／
新
幹
線
で

神
戸
叔
近
づ
く
と
／
山
が
あ
っ
て
／
山
の
う
え
で
家
が
並
ん
で
い
る
／
ほ
っ
と
す

る
ん
だ
な
オ
レ
は
／
ま
る
で
恋
人
に
逢
え
た
よ
う
に

作
詞
を
し
た
中
村
信
司
さ
ん
は
兵
庫
県
映
画
セ
ン
タ
ー
の
代
表

取
締
役
で
あ
る
。
作
詞
の
た
め
に
、
合
唱
団
の
人
と
神
戸
港
を
つ

ぶ
さ
に
見
て
「
浦
島
太
郎
」
の
気
分
を
味
わ
っ
た
と
い
う
。

詞
港
の
巨
大
さ
に
比
べ
て
労
働
者
は
相
対
的
に
小
さ
く
見
え
て
き

た
。
合
理
化
に
人
も
減
っ
で
い
く
。
私
が
訴
え
た
か
っ
た
の
は
雰

働
者
こ
そ
主
人
公
』
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

第
三
章
東
京
の
友
か
ら

暑
い
で
す
ね
／
東
京
も
暑
い
で
す
／
建
築
現
場
で
今
日
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ぶ
っ
て

働
い
て
ま
す
／
九
州
の
炭
鉱
か
ら
／
神
戸
へ
流
れ
つ
い
て
冬
マ
度
は
と
う
と
う
東

京
へ
や
っ
て
き
た
／
神
戸
を
離
れ
て
／
加
年
に
な
り
ま
す
／
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
で
働

い
て
明
け
の
日
〆
い
っ
し
ょ
に
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
は
／
う
ま
か
っ
た
／
あ
の
焼
肉
屋

の
／
油
で
ね
と
ね
と
の
／
和
が
懐
し
い
で
す
／
港
に
コ
ン
テ
ナ
が
入
っ
て
竺
何
役

の
往
事
が
減
っ
て
い
っ
て
／
み
ん
な
離
れ
て
い
き
ま
し
埠
冬
奇
も
船
内
の
仲
間
働

い
て
い
ま
す
か
／
で
は
元
気
で
万
女
房
が
よ
ろ
し
く
言
っ
て
ま
す

指
揮
者
の
新
田
英
開
さ
ん
（
訂
）
は
同
合
唱
団
の
指
導
を
し
て

三
年
に
な
る
。
「
詞
を
作
曲
家
（
大
野
正
雄
氏
）
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
を
解
釈
し
、
み
ん
な
に
伝
え
る
の
戯
僕
の
役
目
。
僕

自
身
の
解
釈
に
迷
い
が
あ
れ
ば
議
一
の
迷
い
が
（
団
員
は
）
十
に

も
な
る
」
。
断
定
こ
そ
指
揮
者
の
仕
事
で
あ
る
。

第
四
章
東
京
の
友
へ

第
四
章
の
掲
載
は
省
略
す
る
が
、
第
三
章
の
友
人
か
ら
の
便
り

に
対
す
る
返
事
で
あ
る
。
友
災
交
歓
は
中
村
さ
ん
の
実
体
験
と
か
。
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ド

第
五
章
ボ
ー
ト
タ
ワ
ー

ー
ー
ョ
ッ
キ
リ
立
っ
て
い
る
／
俺
は
お
前
に
立
っ
て

く
れ
と
は
／
頼
み
は
し
な
か
っ
た
／
お
前
は
の
っ

ぽ
の
怪
獣
／
ス
モ
ッ
グ
を
喰
べ
て
生
き
て
い
る
ゾ

た
ま
た
ま
市
長
淑
羅
建
築
マ
ニ
ア
だ
っ
た
か
ら
燕

神
戸
名
物
作
り
た
か
っ
た
／
天
狗
の
鼻
の
よ
う
な

／
自
分
の
鼻
に
似
せ
た
／
タ
ワ
ー
を
作
っ
た
／
天

と
地
と
海
が
／
汚
れ
き
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
／
お

ま
え
が
立
っ
て
い
る
こ
と
が
／
そ
の
代
悩
に
は
な

ら
な
い
／
お
前
は
十
字
架
／
港
で
働
き
続
け
て
／

ド
ャ
で
淋
し
く
死
ん
で
い
っ
た
人
の
十
字
架
だ
／

し
か
し
彼
ら
は
／
そ
ん
な
も
の
を
慾
し
く
は
な
い

ほ
し
か
っ
た
の
は
／
た
っ
た
一
本
の
線
香
／
焼
香

の
煙
／
ボ
ー
ト
久
ワ
ー
は
や
が
て
／
オ
レ
を
ふ
く

む
／
す
べ
て
の
人
の
怒
り
に
か
こ
ま
れ
て
／
ワ
ッ

サ
ワ
ヅ
サ
と
／
ゆ
れ
動
く
／
地
響
き
は
街
全
体
に

と
ど
ろ
き
／
人
々
の
歓
喜
が
／
六
甲
山
の
松
を
振

動
さ
せ
る
だ
ろ
う
／
や
が
て
ポ
Ｉ
ト
タ
ワ
ー
は
／

古
い
社
会
の
墓
標
に
な
る
の
だ

や
は
り
論
議
を
呼
ぶ
の
は
こ
の
第
五

章
「
ボ
ー
ト
タ
ワ
ー
」
だ
ろ
う
。
神
戸

港
名
物
、
港
の
象
徴
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で

逆
説
的
に
皮
肉
っ
た
も
の
は
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
女
性
団
員
は
「
最

初
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。
」
と
い
う
。
指
揮

者
の
新
田
さ
ん
も
「
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の

詞
と
思
っ
た
」
が
「
若
い
団
員
が
多
く
、

ピ
ン
と
こ
な
い
せ
い
か
、
は
っ
き
り
し

た
反
応
は
感
じ
な
か
っ
た
」
と
の
感
想

を
も
つ
。

中
村
信
司
さ
ん
は
「
京
都
タ
ワ
ー
を

醜
い
男
根
』
と
言
っ
て
の
け
た
の
は
一
橋

の
な
い
川
」
の
住
井
す
ゑ
さ
ん
だ
っ
た
。

京
都
の
美
観
を
掴
う
う
え
、
き
れ
い
ご

と
の
象
徴
だ
と
い
う
。
同
じ
こ
と
を
ボ

ー
ト
タ
ワ
ー
に
見
た
。
」

第
六
章
輝
き
の
も
と
へ

出
て
こ
い
／
若
者
た
ち
／
職
場
ま
る
ご
と
／
カ
ラ

に
し
て
逢
塞
夏
の
太
陽
が
／
暑
い
と
い
っ
て
／
日

影
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
ヤ
ッ
ラ
の
言
う
こ
と
な
ん

か
聞
く
な
／
出
て
こ
い
太
陽
の
／
輝
き
の
も
と
へ

／
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
も
〆
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
も
／

伽

邦 ’ハ
埴庁号

Ｌ
ｑ＝

、

b・〆
、

h _

,６Ｆ函
ぷ
じ

邑唯~７
Ｖ
、
｜
墨
壷
．
ｐ
畠

壁
一
一
翁
ｆ
荊
勺
．

Ｆ

俺
た
ち
が
作
っ
た
／
俺
た
ち
こ
手
ど
主
人
様
ｚ
出

て
い
こ
う
太
陽
の
輝
き
の
も
と
へ

河
添
和
雄
団
長
（
銘
）
は
六
甲
山
牧

場
で
働
い
て
い
る
。

「
最
初
の
詞
の
希
望
は
山
と
海
の
神
戸

の
街
だ
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
含
め

て
ア
イ
ー
ヨ
ノ
神
戸
の
よ
う
な
…
…
。
ら

よ
っ
と
難
し
い
と
思
っ
た
し
、
全
体
的

に
暗
い
気
が
し
た
。

僕
自
身
が
好
き
な
の
は
手
紙
の
や
り

金
倒
の
部
分
か
な
。
昔
の
う
た
ご
え
運

動
？
そ
の
時
代
と
合
唱
団
が
重
な
る

時
代
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
う
ち
は
そ
れ

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
か
ら
」

合
唱
団
の
中
に
は
実
際
に
神
戸
港
で

働
く
若
者
も
い
る
。
十
年
前
か
ら
船
舶

電
話
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
通

称
ナ
ベ
さ
ん
で
あ
る
。

「
あ
の
歌
は
昔
の
神
戸
港
か
も
し
れ
な

い
。
だ
け
ど
昔
の
人
の
気
持
ち
は
よ
う

で
て
い
る
と
思
う
。

ホ
ン
マ
に
港
で
働
く
兄
ち
ゃ
ん
や
姉

ち
や
左
は
一
所
懸
命
な
ん
や
。
機
械
化

に
対
し
必
死
で
働
い
て
い
る
。
港
の
今

の
姿
勢
は
現
状
を
受
け
入
れ
て
る
ま
ま

や
な
あ
。
港
は
き
れ
い
じ
ゃ
な
い
な
あ

と
思
う
。

僕
が
好
き
な
の
は
最
後
の
一
章
や
。

出
て
こ
い
出
て
こ
い
と
歌
う
ア
・
力
ベ

ラ
（
無
伴
奏
コ
ー
ラ
ス
）
が
好
き
や
な

あ
。
や
っ
ぱ
り
玲
俺
た
ち
こ
そ
ご
主
人

様
、
な
ん
や
し
ね
え
。
」

演
奏
会
の
後
の
打
ち
上
げ
で
、
女
性

団
員
が
み
ん
な
に
こ
う
語
っ
た
。

「
闘
い
な
が
ら
や
っ
て
い
く
合
唱
団
だ

か
ら
素
晴
し
い
。
さ
ら
に
鋤
年
間
や
っ

て
い
き
た
い
。
」
そ
の
と
き
歓
声
と
拍
手

が
一
斎
に
湧
き
起
こ
っ
た
の
櫓
っ
た
。

▲若手の頑張りで明日の合唱団を担う ▲港に従事のナベさん▲新田英開指揮者▲河添和雄岡長▲ほっとしたのか打ち上げも礁会

戸
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ロイヤルタイムは、選りぬきのスイーッの詰合せです。伝統の
チョコレート、焼菓子、キャンディをお楽しみいただけます。
洗練された１３種類をご用意いたしました。今年もお世話になっ
たあの方へ、お贈りください。

う祷撫

ロマンのあるスイート語
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特別企画女たちの忘年会

昼Z 毎三宮茜Z Ｊ
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｢ さあ､ 手を掘ろう､ 我か信ずる友よ｡ さあ､ 手を｡ そして我らの旧慨に杯を上げよう｡ 通い昔のために」この
時をご存知だろうか｡ 瓢蛍の光" と訳された口八一卜･ バｰ ﾝ スのM ｵ ｰ ﾙ ド･ ランク･ サｲ ﾝ 側である。１月２５
日の夜ｽ ｺ ｯ ﾄ ﾗ ﾝ トが生んだ国民詩人ロバート・バーンズの厘生日を祝って､ ｽ ｺ ｯ ﾄ ﾗ ﾝ ﾄ 人は世界のどこ
にいようと､ 硬の詩句を口ずさみ今西を画ねる｡ バーンズがこの大地と､ この大地の育んだ『百をこよなく愛した
ように､ かれらはバーンズを最大組に出えるのである｡ 涙とか､ 恋しみとか､ センチメンタリズムとは岡を異に
するこの題別の薦は､ 力強さ. 人生の深さかある｡ オールドバーもまた､ ｽ ｺ ｯ ﾄ ﾗ ﾝ ぷの大気を深く吸って、
翻祁たる香りをはなつ､ 人生という道のりを振りかえるとき､ まるやかに､ まるやかに舌涯ころがっていく。
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